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、結局は〈選好はその強さに
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ともらしさ

















































4 4 4 4 4 4 4
〉や〈われわれは選好功利主義が
提示する「合理的」な答えに従うべきである
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断や原則
4 4 4 4
、指令に直面しても決して覆すつもりの







































































































































4 4 4 4
、言語的直観は信頼
に値する〉というドグマを捨てきれなかった（あ
るいは、必要とさえしていた）ことは不思議では
ない。しかし問題は、メタ倫理学の領域の大拡張
を経た21世紀を生きる著者がこのヘアの素朴な
直観を共有している（あるいは、ヘアの思想の根
底にあるこの素朴な直観に気づいていない）こと
にある。本書は、ヘアの議論を丹念に読み解くこ
とを通じて図らずも、道徳哲学の限界ではなく、
むしろヘア自身の道徳哲学の限界を暴いてしまっ
ているように思われる。とはいえ本書は、新世紀
にあるべきヘア研究の姿、および規範倫理学とメ
タ倫理学の関係を考えていく上でひとつの重大な
示唆を与えている。 
